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0

生
康
的
及
•び
不
生
産
的
な
る
語
に
就
て 

.-
農
者
^
厫
し
、

乙
'は
和
！
1* 0
き
消
費
者
に
■
し
、
又
丙 

は
不
生
產
的
消
#
者
に
嵐
す
る
の
で
あ
る
。
遂
て
、
丨)

の
勞
働
者
が
其
の
勞
働
を
中
出
す
れ
ば
、(

ロ )

.の
勞
働 

:

者
も
乙
の
勞
働
缉
も
丙
の
勞
働
者
も
其
の
日
^

必
需
品
.

を
求
む
る
M
e

能
は
ず
し
て
、
其
の
本
業
を
廢
止
せ
ざ 

る
を
得
な
い
で
あ
ら
.ブ
。
然
る
に(

口)

の
勞
働
者
は
其 

の
生
產
物
の
點
ょ
り
觀
れ
ば
富
を
生
產
す
る
に
は
相
逮 

P
:

ぃ

が
-

:

其
の
富
は
：不
生
產
的
消
©

に
：
供

佑

ら

る

、

が 

.故

，に

い

(

ィ〕

の

勞

働
考
0:
存

在
す
る
限
分
、(

口)

の
勞 

侧
.者
の
勞
働
中
止
は
：

」

社
會
：に
；多
大
0
::影
響
を
與
へ
な 

.い
の
で
あ
る
0
勿
論
經
濟
上
ょ

ら

離
れ
て
考
ふ
れ
ば

？

(

口 )

の
勞
働
者
は
望
ま
し
き
先
の
-で
あ
る
o

何
^

な
れ 

.ば
其
の
勞
働
は
、
人
間
を
じ
：て
其
の
日
用
必
！g

品
以
外 

に
便
宜

S

认
樂
ど
の
手
段
を
獲
得
’せ
し
む
る
か
ら
で
あ

笫
八
號

交

I

甲

"

生
產
的
勞
働
#

.…

例
へ
ば
棉
絲
紡
績
X

、 

I

oa
OM
o®
^

…

生
產
的
消
費
紫
、

社
#'
入
乙
、
半
生
產
的
勞
働
者
•
.
.例
へ
ば
司
法
官
、瞥

.

}

 

f
of
o^
0
.
.申
生
產
.的
消
费
者
、

へ
丙
、
不
生
產
的
勞
働
者
：
：

阏
へ
ば
舞
踏
家 

:

I 

•
樂
家
等
：
：
1

|

^

4

|消
費
者
、

.

;-
:

之
亡
，同
樣
に
旣
述
0「

經
濟
學
宋
定
の
諸
間
題」

中
の 

見
解
を
簡
*

に
表
示
す
れ
ば
左
の
如
{

で
あ
る
。

|
1

II
1

P

是
等
の
表
に
基
つ
き
て
ニ
著
の
間
に
於
け
る
ミ
ル
の 

見
解
の
相
違
を
約
言
す
れ
ば
、
夫
等
の
擧
列
に
依
て
も

. 

:

知
ら
る
、
如
く
、
所
謂
物
質
的
富
を
生
產
す
る
楊
合
.を 

主V」

し
て
生.

產
的
ど
稱
し
、
所
謂
非
物
質
的
富
を
生
產 

ぺ
す
る
揚
合
を
半
ば
生
產
的
に
し
て
年
ば
あ
歡
如
善 

ベ
る
結
果
に
な
る
の
で
め
る
？

而
も
此
の%
は
ミ
ル
が 

明
か
に
其
の

「

經
濟
學
原
理

j

中
に
說
け
る
所
に
し
て
、 

彼
が
前
著w

後
著X

J

の
間
に
於
け
る
著
し
き
差
異
の
一 

で
ぁ
ら
ぅ
。
又
前
者
に
於
て
は
司
法
官
、
警
察
官

'

j

 

般
官
吏
等s

s

 

s

£

w o
E

て半
ば
}！
！

J
ff
i

o
 

的W

し
て
是
認
し
た
る
も
、後
者
に
於
て
は
大
體
^0
^0

爺
的
の
部
類
に
數
ヘ
，て
、
俳
優
、
音
樂
家
等
を
同〗

祖 

せ
る
も
の
で
あ
る
.s

g

れ
も
亦
一
一
著
の
間
に
於
け
る
差 

:

異
の
：r

で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
一
‘一
著
の
間
に
は
內
容
擧
例
等 

に
多
少
の
相
違
が
あ
る
け
れ
ざ
も
"
併
し
ミ
ル
は
依
然 

i
sし
て
生
產
的
及
び
‘不
生
產
的
な
：る
區
別
を
採
用
す
る 

も
の
で
あ
る
。
否
、
彼
は
此
の
ニ
說
の
意
義
を
强
調
し 

て
、
經
濟
學
上
主
婴
な
る
術
語
の
.

1

ヒ
認
め
て
居
る
の 

で
あ
る
。

.
然
ら
ば
現
分
の
經
濟
學
者
は
、
斯
る
見
解
を
妥
當
:̂ 

見
る
や
否
や
。
是
れ
最
後
に
生
す
る
疑
||
1
1で
あ
る
。
依 

て
私
は
聊
か
斯
る
見
解
に
關
す
る
歷
史
を
迎
り
て
ノ
最 

後
に
其
の
是
非
を
試
み
や
う
。

科

學

的

社

會

主

義

は

如

何

!: 

し

て

可

能

な

り

や

(
下)

平

井

新

tSXSA

笫
十
八
卷(

1
!
五

三)

：
雜
錄

:
'エ
ン
ゲ
ル
ス
の
記
す
所
に
據
れ
ば
、
近
世
社
龠
主
義 

は
現
在
社
會
に
行
は
れ
つ>

あ
る
有
產
者
對
無
產
者
" 

資
本
家
對
勞
働
者
の
階
級
鬪
爭
の
所
產
て
あ
.る
。
近
世 

社
會
主
_

其
者
が
科
學
的
認
識
の
純
粹
の
運
動
れ
b
得 

，な
い
事
は
明
白
で
あ
る
。
階
級
闘
爭
は
利
害
の
_

维
で
. 

あ
る
。
，而
も
此
鬪
爭
の
動
因V」

な
る
利
害
が
縱
令
多
少 

乍
ら
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
®

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
且
つ 

;

又
原
始
的
に
は
•軍
に
偶
然
的
な
ゝ
眾
に
場
所
的
な
、職
業 

. 

的
な
a

つ
單
に
從
屬
的
な
事
物
を
繞
る
此
有
產
者
對
無 

:'
'
:

「

產
者
の
鬪
爭
を
、
普
遍
的
歷
见
的
階
級
鬪
爭
芒
看
做
す
.

.

;
::
:

事
が
、
何
^
か
の
社
會
的
諸
關
係
に
對
す
る
進
步
的
認

科
學
的
社
會
主
義
は
如
何
に
し
て
可
能
尨
り
や 

第

八

鱗

八

九
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紹C 
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雜

錄

歡
的
社
會
囊
は
如
何
に
し
て
可
.能
な
リ
や 

®
を
前
提
ど
す
る
も
の
な
^
\ど
す
る
も
、
而
も
嗤
^
1|

爭

は

常

に

依

然
S

し

て

二

個

の

閫

爭

た

る

を

失

ふ

も

の 

■

で
；は

な

い

。

而

し

て

.

此

闘

邻

の

原

因

は

就

中

ー

：
階

- «

、
ぃ
： 

ー
黨
派
の
利
害
の
眞
微
に
係
は
る
も
の
で
ぁ
つ
て
、
彼 

等
の
ネ
害
ヵ̂

織
論
ど
調
：和
す
る.
に
非
ざ
る
限
办
、
其I 

は
單
な
る
認
酸
論
の
相: ®

に
係
は
る
も
の
で
は
な
い
。 

か
く
て
派
會
主
義
は
經
濟
的
方
面
に
於
け
る
勞
働
i

i f 

有
^

者
.

s

厨
带
の
原
因
：の
單
な
る
記
錄
的
總
體
で
は
な

j

 

ぐ
、
寧
ろ
そ
S

土
の
も
：の
：
I

る
？
_

主
3

敎

：
|
ー
 

?

し
て
は
：鬪
爭
の
ま
論
で
ぁ
り
、
運
動
ど
し
て
は
特.|

.定
目
的
|
資
本
主
義
的
社
會
組
織
の
集
產
的
經»
へ，

.の
變
化
I

に
對
す
る
：闘
_
の
總
括
：で
あ
る
。
：
這
役
の

目
的
は
鐵
ろ
其
の
實
現
0

た
め
に

鬪
讲
す
る
所
の
有
意 

柄
目
的
で
あ
つ
て
、
m

k
理
論
を
前
提
^」

す
る
行
爲
で 

は
な
J

V
蓋
し
^

の
如
さ
行
爲
は
多
少
乍
，ら
«

命
的
な 

,る
5:
:

免
ヵ
れ
な
V

か
ら
で
あ
る
社
會
主
義
ば
#

£
の

笫
八
號
；

九
0
:

る
其
態
度
が
此
目
的
に
密
接
の
交
渉
を
有
す
る
程
、
そ 

は
必
然
、
空
想
の
要
素
を
含
む
に
到
る
。
乍
併
佘
の
見 

解
は
、
社
會
主
義
の
努
力
の
目
標
は
不
可
能
の
も
の
、 

.非
眞
理
的
の
‘も
の
で
あ
る
ど
謂
ふ
の
て
は
な
く
寧
ろ
m
 

に
祉
會
主
義
は
其
自
身
の
裡
に
觀
念
的
理
想
中
：義
の
要 

素
並
に
科
學
的
に
論
證
し
得
ざ
る
も
の
、
確
立
し
得
ざ 

る
も
の
を
包
合
せ
る
も
の
な
る
«

を
言
は
ん
^

す
る，

》 

在
る
。
是
に
問
題
^

な
る
科
學——

-

社
會
學
I

は
^

:

密
科
學
が
特
定
の
諸
現
象
を
決
定
す
る
^
同
樣
の
瑜
實 

性
を
以
て
、
社
會
主
義
が
其
實
現
を
努
む
る
社
會
^
織 

の
必
然
的
到
來
を
豫
想
し
得
る
も
の
で
は
掂
い
。
そ
$
 

織
に
將
來
社
會
の
諸
條
件
を
發
達
せ
し
め
、
そ
の
眞
货
，
 

性
を
大
體
に
於
い
て
評
價
し
得
る
の
み
で
あ
る
0:
■:

,
s
'會
主
義
の
?4
に
、
絕
對
的
精
確
さ
を
以
て
知
る
可 

か
ち
さ
る
要
素
の
內
在
す
る
こ
ご
は
、
之
を
以
て
直
ち
，
 

に
、
社
會
主
義
理
論
の
一
缺
陷
皮
看
做
す
事
は
出
來
な 

い
嚴
密
科
學
が
其
の
進
歩
の
た
め
に
、
假
說
を
必
製

未
來
圖
を
其
目
购
艺
し
て
提
起
し
ャ
直
つ
現
在
に
：泠
ナ

e

す
る
が
如
く
、
社
會
の
進
步
を
K

究
明
の
對
象
ビ
す 

る

社
會
學
も
亦
未
來
に
»
す
る
假
說
的
進
步
の
豫
测
を 

必
要
^

す
る
。
而
て
»?
の
如
き
?1
舞
は
«
に
^

る
程
度 

迄
空
想
に
終
る
。(!
5
6に
述
べ
れ
如
く
、
金
は
此
空
想
な
る
：
 

語
を
極
度
の
夢
幻
的
な
：る
、
到
底
®
現
す
可
か
ら
ざ
る 

空

：想

ど

；同

義

に

用

ひ

な

：い

o

■;
:空
想
な
る
語
は
屢
ふ
此
義 

に
解
せ
ら
れ
、
而
て
又
果
し
て
此
義
に
の
み
解
す
可
き 

も
の
な
り
S

す
れ
ば
、
か
の
十
九
世
紀
の
三
：大
空
想
家 

皮
稱
.せ
.
&れ
る
、
近
.世
：社
#

主
3|
の
'先
&

者
パ
.
0
.ハ，丨
.

ト
.♦.オ 

工 X

、
.ァ
y
y
-
I
I 

*
-̂
ン
シ
モ
こ
.；.■

シ
'

A

\

 

©
フ
：リH

丨
の
如
き
人
々
に
對
し
て
此
r

を
..結
び
#

:け

る
乙
ミ
は
、
極
め
て
不
當
の
«
を

菇
か
れ
な
い

Iで
あ 

ら
ぅ
。

h

エ
，シ
ゲ
ル
.
ス
は
前
揭
«

に
：_

で

之

等

の

社

會

主

義

者 

:

R

對
す
る
浚
雜
な
る
亜
流
的
«

評

-
—

例

之

赏

時

の

論
 

敵
デ
ュ
ー
リ
シ
グ
の
批
評
の
如
き
之
で
あ
る
i

R

對 

し
て
銳
意
彼
等
の
爲
に
辯
讓
の
勞
を
惜
ま
な
か
つ
ね
。

幺
シ
ゲ
グ

ス

は

彼

等

の

思

想

に

敬

意

を

表

し

れ

:0
事

賞 

今
日
に
於
い
て
も
菩
入
は
倚
之
等
.の
所
謂
空
想
家
達
ょ
，
 

り
多
く
を
學
ぶ
事
が
出
來
る
。
吾
人
は
又
眞
實
の
力
並 

ー：
に
典
型
に
對
す
る
犀
利
!0
眼
識
を
備
1

、
生
命
力
を
创 

'
造
し
、
重
要
な
る
諮
發
見
免
企
^

る
所
の
創
造
的
空
想
' 

舱
に
想
像
カ
の
存
在
を
疑
ふ
も
の
で
は
な
い
。
.
.

::
:
现

實

，洗

義

者

を
"

狹
最
な
、
唯
だ
剎
那
に
生
き
、服
前 

の
事
物
に
汲
々
た
る
俗
物
の
謂
に
解
せ

t

、

M
.
に

時

勢 

:

に
迎
合
せ
る
時
人
に
も
增
し
て
、
時
事
問
題
の
根
底
を 

究
め
'
入
間
行
爲
を
規
定
す
る
諸
勢
力
を
洞
察
す
る
犀 

Ti
J

Q
眼
識
を
有
す
る
人
々
の
謂
に
解
す
る
な
ら
ば
、
オ 

—

工
ン
、
サ
ン
シ
モ
ン
、
フ
リ
エ
ー
の
如
き
人
達
は
當 

'
に
常
時
に
於
い
て
著
名
な
る
現
實
主
義
者
で
ぁ
つ
た
ミ 

言
ふ
事
が
出
來
る
。彼
等
の
理
論
並
代
實
行
案
は
、今
日 

に
^
、
い
て
は
、
堪
に
大
な
る
純
情
の
發
露
で
ぁ
れ
、
空 

想
的
の
も
の
ど
看
做
さ
れ

,

而
も
當
時
に
於
い
て
も
、

.
,尙
#

會
の
諸
關
係
諸
勢
カ
に
殆
ん
3
適
應
し
な
い
も
の

第
十
八
卷(

一
ニ
3£
五)

雜

;
錄
'
-科
^
的
社
會
主
翁
は
如
何
じ
し
.又
可
能
^
り
や

娘
入
號

九



雜

.
錄

科
I

社
會
主
義
は
如
何
に
し
て
可
能
な
り
ゃ

i

第
十
八
卷.(

ニ
五
六〕

で
あ
つ
た
の
て
あ
る
。

，先
つ
ロ\

丨
ト
、
オ
ゥ
エ
ン
に
就
て
言
へ
ば
、
睃
次

::

當
時
の
最
も
進
步
的
牴
學
た
對
す
る
深
き
硏
鑽
ど
、
.產 

業
+
に

於

け

る

馨

的

變

化

® 
§

的

影

實

對

す

る 

_
察
ど
の
結
果
、
唯
物
史
觀w

略

：パ
同
#
の
歷
ii
i

l
に 

到
達
す
る
に
到
っ
た
。
彼
が
反
覆
ヵ
說
£

め
且
0
彼 

0
社
會
改
良
案
の
出
發
澌
で
あ
る
敎
義
.

——

足
間
の
挫 

格
は
、
彼
の
た
め
に
形
成
せ
ら
れ
る
.
の̂
：で
あ
つ
て

%>
 
h
 

k
 
k
 
k
 

I
 

.

.

.

浪

八

餺

九

ニ
 

經
濟
に
關
す
る
ォ
ク
エ\

の
提
案
は
、
大
體
に
於
い 

て

最

も

、進

步

し

た

經

濟

的

形

態

ど

し

て

の

欠

產

業

か
 

ら

出

發

す

る

も

の

で

ぁ

ミ

彼

の

？

I

會

I

內

地

殖

民

暴

ば

れ

た

I

Q

&

織

計

言

、

當

？

，
於

け
る
技
術
の
狀
態
に
甚
く
馨
な
る
.課

を

极

據

f

 

る
も
の
で
あ
る
。
之
等
の
提
案
は
そ
の
努
力
す
る
理
想

■

編

 

_

_

| 1
1

I J

的

！

I
:

1

1

1

 

I

 

_

_

i l
y

 
一..

:

な
か
つ
た
。
而
て
彼
の
門
人
等
に
依
つ
て
設
立
さ
れ
た 

一
文
化
學
校
は
、
彼
等
に
侬
つ
て
科
學
富
ど

3

へ

呼

ば： 

ー
.れ
た
。
當
時
0
公
的
經
濟
に
對
す
る
オ
ゥ
エ
ン
の
批
げ
"
 

は
個
々
の
問
題
に
も
及
ん
だ
。
而
て
オ
タ
ユ
y
の

門

人

rj 

_

は
彼
の
論
述
を
甚
礎
ビ
し
て
市
民
的
經
濟
學
の
批
呷
.

'
: 

に
貢
献
す
る
所
大
で
あ
つ
たO

フ
タ
ユ
I

も
.亦
才
少
工
ン
ミ
闾
樣
に
社
會
改
良
に
科

い
て
は
合
理
的
で
ぁ
る
。
海
敎
義
に
依
れ
ば
人
間
の
性 

格
及
行
爲
は
生
來
の
資
質
及
び
其
の
環
境
に
依
つ
r

見 

定
：
さ

れ

る

も

の

で

ぁ

る

？

此

敎

美

は

か

の

マ

ル

.
ク
ス
の 

唯

: ^
!&
_

の

根

本

ど

な

れ

る

も

の

で

ぁ

る

4

旣
^

一
 

八 

::

ブ

筆

ォ

ゥ

ユ

ン

は

其

著

書

の

中

に

X

揚H

業

の

普

及 

が
5

に

深
I

化
I

民

の

全f

 

S

に

及

ぼ

す 

も

の

な

る

か

を

述

べ

た

o
:
:

I

III
k

H

d

i

i

.學
的
根
據
を
與
え
ん
t

努

め

た
;0
彼

は

自

己

の

世

界

哲
X

業
經
濟
、
農
業
經
濟
、
家
內
經
濟
を
結
合
す
可
き——

 

學
の
靡
設
並
に
遠
き
將
來
に
屬
す
る
進
化
0
描
寫
に
際
:

::
:
:の
建
設
に
對
す
る
提
案
は
、
ォ
ゥH

ン
の
內
地
殖
民
ょ 

し
て>

1

切

の

假

說

，に
：對

す

る

辨

證

的

の

槪

念

的

遊

戯

ぅ

も
：

一
層
、
大
經
濟
的經

®
!

方
法
を
採
用
す
る
も
の
で 

の

た

め

に

木_
鄉

放

の

空

想5:
:
雕
に
し
て
ゐ
る
に
も
拘
-I

::
あ
つ
て
、
フ
ソ
工
ー
は
該
經
S

方
法
の
利
益
を
カ
說
し 

ら
ず
へ
歷
史
科
學
及
び
社
會
科
學
に
對
し
有
益
な
る
坶
|
,て
罷
ま
な
か
っ
た
。

：

.

,
■'
:

.

想
內
容
を
加
べ
た
彼
の
罾|
2は
遽
に
之
を
沒
す
る
事
は 

出
來
な
い
。' 
衝

動

ビ

感

情

關

す

る

彼

の

"學
說
に
於 

い
て
、
彼
は
、
人
間
靈
魂
の
燜
眼
な
る
硏
究
者̂
し

てI

::

現
は
れ
て
ゐ
る
、

而

て

；
，
：
ー

切

_
の

»

動

に

自

由

活

動

の

^

一
一
一 

地
を
與
ぇ
、
全
體
の
福
利
ゼ
增
進
せ
し
め
る
*
め
、
先
：
.;

づ
其
着
手
^
し
て
勞
働
の
«
織
を
倾
快
の
も
の
た
ら
し 

め
、
之
を
適
宜
に
分
配
し
て
各
'
其

0
性
向

に

最

も

適j 

し
た
る
A

々
を
し
て
之
を
行
は
し
め
ん
^
す
る
彼
の
見 

解
は
侬
然
^
し
て
價
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
；，民
主
的
^

.
:

業
組
合
に
關
す
る
彼
の
論
文
の
批
評
的
部
分
は
當
時
の 

佛
蘭
西
の
經
濟
狀
態
の
眞
相
を
巧
に
陽
露
し
て
ゐ
る
。

ヘ
該
書
の
#
極
的
部
分
に
展
開
さ
れ
：て
ゐる
大
組
合—

.一

筇
十
八
餘

.(

一
S

S

雜

錄

科

^
的社會主義は如何：

.
L
-L
て
可
能
な
り
ゃ

ナ
ン
。
シ
モ
ン
の
場
合
に
在
つ
て
は
、
不
可
能
の

も
 

の
ャ
不
確
實
の
も
の
、
即
夢
想
的
姐
索
の
謂
に
用
ひ
ら

. 

れ
て
ゐ
る
所
謂

「

空
想
的」

の
耍
素
を
發
見す
る

こ
せ
は 

.困
難
であ
る
。

尤
も
彼
の
空
想
は
彼
を
驅
つ
て
現
實
の
；
 

彼
方
に
赴
か
し
め
、
其
實
現
、
實
行
共
に
遙
か
遠
き
未 

來
に
屬
す
る
所
の
思
想
を
抱
か
し
め
た
。
，乍
併
彼
の
空 

想
の
根
底
に
は
科
學
的
研
究
並
に
科
學
的
推
論
が
横
は 

る
。：
吾
人
は
彼
を
以
て
近
世
社
會
學
の
父
ミ
看
做
す
事 

が
出
來
る
。
後
年
彼
の
捫
人
で
ぁ
り
"
協
力
者
で
あ
つ 

た
、
ォ
ーギ
ュ
ス

ト
、
コ
ム

ト
が
方
法
論
的
に
發
殷
せ 

し
め
且
つ
包
括
的
體
系
皮
し
て
裔
せ
し
所
の
も
の
も
其 

の
思
想
的
內
容
か
ら
觀
る
時
は
、大
部
分
は
旣
に
サ
ン

'

第

八

钺
、
九
3



n
t
パ

广

3i
)\
Vw

刺

シ
モ
ン
に
於
い
て
發
M

せ

し
め

ら
れ
し

も

の

で

あ

っ
 

ブ

和
#1
し

て

の

政

治

學

の

槪

念

を

®

張

し

て

、

之 

.に
全
體
の
IL
#
的
淑
態
を

も
他
含
せ
し
办
ん
S

す

る
要 

:
求
、
»:
會
關
係
即
ち
財
產
：の
分
配
、
注
產
秩
字
、
階

級 

.構

成

は
其
時

々
の
國
素
の
特
定
蘇
礎

を

形

成

す
る
も
の 

な

々

ビ
の
恩
想

、
人
類
文
化
の
發
達
階
段
は
順
次
ヽ
神
學 

^
パ

丌

丄

學
W

實
r

的
、利
.學
的
思

考
方

法

の

各

階 

，段
に
分
輯
さ
れ

る
さ

の
思

想

之

:等

の

思

考

方

法

ビ

當

該

へ 

.社
#

秩
序
^
の
間

に

は

因.
果
的
關
係
の
存

す

る

$

の
見 

»

之
等
の
諸
耍
求
並
に
諸
見
解
は
、
悉
く
其
源
を 

サ
ン
•
シ
モ
ン
に
發
し
^ !
ゐ
る
.9

社

會

狀態
を
分

割

し 

て

批

評

的

狀

態

の

時

代

及

び

有

機

的

狀

態

の

時

な

- 

し
た
も
の
は
> 

サ
ン
。
シ
モ
ン
及
び
コ
ム
ト
で
あ
っ
た
。
 

彼

等

；
の

觀

る

所

に

依

れ

ば

裏

的

時

代
I

、
社

會

秩 

序
;0

_

礎

ぞ

其

の

制_

ど
0

間
^

調
.

和

の

存

す

る

時

代.|

で

あ

り

、

批

評

的

時

代

ど

は

、

社

命

秩

序

‘の

跋

礎

^
な 

れ

る

諸

思

想

が

®

劾

せ

ら

れ

て

、
：其

拘

東

力

を

喪

ひ

新

.

利

)U
jfli
會
注
m
は
如
何
K
し
て
可
能
%
vj
や

%
>\
號

。階
級
が
擡
頭
し
て
支
配
階
級VJ

敵
對
し
て
遂
に
此
敵
■
 

が

益

'
極
端V」

な

舊

秩

序

は

顦

擐

3
れ
て
、
新
秩 

片
がW

彡
變
化
せ
し
祖
會
生
活
の
遊
礎
に
適
應
す
る 

新
宗
敎
が
宣
明
^

れ

、

，
之

に

依

っ

て

社

會

は

®

び

布

機

. 

、
，
的

狀

態
--—

社
會
的
綜
合
）

の
局
面
を
打
開
す
る
に 

:

到
る
所
の
時
代
で
あ
る
。
新
時
代
の
社
會
に
於
い
て
、
，
 

其
の
f
e準
的
耍
素
の
地
位
に
*
る
階
級
は
、
ナ
ン
e
シ 

モ
.
ン
に
侬
れ
ば
股
始
的
に
は
產
業
階
級
な
の
で
あ
る
。」 

此
階
級
は
、
常
時
の
f

l
®
の
狀
態
に
當
箝
め
る
^
、

產
業
的
企
業
家
及
び
勞
働
者
の
謂
で
あ
る
^
解
せ
ら
I 

る

。
，而し
r
產
業
的

企
，業
家
は
主
人
卽
ち
產
業
の
管
理 

者
で
あ
る
ビ

看
做
3

れ
た
。：

コ
ム
ト
及
び
彼
に
侬
つ 

て
建
設さ
れ
た
實
避
學
派
は
此
悤
想
を
固
執
し
た
が
サ 

ン

*
シ
モ
ン
の
疋
矿
派
は
產
業
即
ち
生
產
者
の
槪
念
を 

推
し
進
怂
て
之
を
勞
働
者
の
槪
念
に
變
へ
た
。
而
し
て 

‘
。
シ
モ
ン
派
中
の
急
進
派
は
班
に
勞
働
者
の
槪
念

サ
シ

u 

^
H
x
w
u

百

尺

：
！
^

頭

j 

め

て

，
■
之

に

る

に

ズ

口
レ
タ
リ

H

ル
の
概
念
を
以
て
し
た
。

.
新
®

督
敎
を
建
設
せ
ん
^

す
る
サ
シ
o
シ
モ
ン
の
耍 

求
は
彼
.の
學
說
の
科
學
的
性
質V」

決
し
て
根
本
的
に
相 

剋
す
る
も
の
で
は
な
い
；？
蓋
し
這
倜
の
逾
督
敎
は
何
等
. 

獨
斷
的
宗
敎
で
は
な
く
て
、寧
ろ
一
種
の
威
情
宗
敎
、
理 

性
^

敎
で
あ
る
可
さ
で
.
あ
る
か
ら
で
.
*
る
。
コ.
.
.ム
ト 

(：

彼

は

其

天

才

的

な

る

點

に

^:
い

て

は

先

師

に

一

步

を 

輸
す
る
も
"

其
方
法
論
に
於
.い
て
は
先
師
に
優
つ
て
ゐ 

だ
が
、
彼
の
方
法
論
も
亦
殆
ん
ど
51
戯
に
類
す
る
街
學 

に
終
つ
て
し
ま
つ
た
。
y 

.
は
.名
目
上
ー
舊
來
の
啓
示
宗
敎 

匕
の
關
係
を
斷
つ
て
、
彼
の
新
敎
義
を「

入
類
の
宗
敎J

 

t
呼
ん
だ
。
か
く
し
て
必
然
、
科
學
的
思
索
ビ
祭
敎
的 

感
惝
^

の
間
に
存
ず
ム
ニ
元
は
排
除
さ
れ
て
し
ま
つ
た
. 

の
で
あ
る
。
 

•

ニ
今
菩
人
が
之
等
の
所
謂
Hi
签
想
家
の
敎
義
？
マ
ル
タ 

ス
の
學
說
K

を
比
■

照
し
で
舰
る
る
、
後
者
に
在
つ 

て

は
:
前
者
に
於
け
る
よ
b

も
著
し
く
科
學
的
耍
素
が

.

笫
卞
八
餘

ff
i

礎
づ
げら
れ
"
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
認
め
る
が
> 

乍
去
總て
が

必
ず
し
も科
學
で
は
な
い

事
、
前
者ミ
同 

様
な
る
Z
、匕
を
認
め
る
。；
傾
向̂

意
志
e

に
依
つて
導 

か
れ
ぬ
空
想
に委
ね
ら
れ
た

範
圆
は極
め
て

狹
少
ど
な 

>

、
興
傾
向
も
亦著
し
く

限
窀
さ
れ
て
ゐ
る

に
拘
ら
ず"

 

，而
も
空
想
的
要
素
は

悉
く

除
去
3

れ
て
は
ゐ
な
い
の
で 

あ
る

。
工シ
ゲ
ル

ス

は
前
揭
書
に於
い
て

兩
漭の

相
違 

の

特
镦
を指
摘
し
て
，謂
ふV,

ォ
ク

エ

ン
、
ナ
ン•

シ
モ

ン 

等
は
當
時
の
尙
ほ
未
熟
な
る
：社
會
關
係
に
適
は

し
く
、 

本
質
的
に
社
會
主
義
體
系
の
發
明
者
で
あ

^

^

 

‘社
會
的 

.新
秩
序
の
完
金
な

る

體
系
を

頭
®
中
よ
り

發
明
し
之
を 

外
部
よ
り
宣{ #

及
び
模
範
的
實
驗
の
方
法
に
依
.っ
て
社 

;

會
に
强
制
せ
し
所
の
见
想
家
で
あ
づ
た
。
乍
併
マ
ル
ク 

ス

の
學
說
に依
れ
ば
"

社
會
變革
の

手
段
は
頭
腦
中
よ 

り
發
明
せ
ら
る
る
も
の
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
®
腦
を
透 

し
て
現
行
生
產
の
物
質
的
事
實
の
裡
に
發
見
せ
ら
る
可 

き
も
の
で
あ
る
ど
。
此
事
は
そ
れ
が
之
等
の
所
■
三
社

第
八
號 

九
五

(
I

一
 

五
九)

雜

.
錄

科

擧

的

社#

庄

義

は如
：！
：

卩

し

て

可

能

な

リ

ゃ
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六
9

雜

錄

」，

會
主
義
潰
及
び
そ
の
理
論
的
事
業
を
繼
承
す
る
學
派
ょ 

ぅ
マ
ベ
ク
ス
及
び
エ
ン
グ
,
ス
に
到
る
發
達
經路
の
大 

體
の
傾
向
を
示
す
も
の
^
し
て
は
、
全
ぐ
當
つ
て
ゐ
る 

ビ
言
：つ
て
い
い
の
で
克
る
。
：事
實
に
於
い
て
此
發
達
經 

路
か
ち
舰
れ
ば
，
發
明
對
發
見
の
關
係
は
寧
ろ
マ
ル

,

 

ス
及
：び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
取
^
て
有
利
に
押
し
進
め
ら
れ 

て
ゐ
る
。
乍
併
佘
の
觀
察
ず
る
所
.に
由
れ
ば
此
章
句 

は
，11 

'っ
の
方
面
か
ら
諮
張
0

嫌
ぁ
る
を
免
が
れ
な
い
o 

先
...つ；オ
...ク
千
ン
."/
'ン
シ
.，モ
'ン
；
，の

仙

か

ら

見

る

.
^

'#
等 

の
揚
合
に
於
い
て
、
雄
.ろ
*

見

^

重

を

置

い

た

に

も

拘
 

&

ず
"「

發
明」

に
對
し
て「

發
見」

の
_
す
る
地
位
は
外 

獅
上
極
め
て
不
利
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。.

：

次
に
近
世
社
會 

隹
義
は
僉
の
見
解
に
從
へ
.ば
、
菩
入
0
全
<

有
し
な
い
、 

又
有
す
る：

こW

の
出
來
な
.い
：

「

發
明J

の
自S

を
宣
言
し
. 

て
ゐ
る
。

マ
ル
タ
ス
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
依
つ
で
確
立 

さ
れ
た
社
會
主
義
ぞ
オ
ク
エ
ン
、
サ
ン
、
シ
モ
ン
、
フ
リ 

ェ
ー
の
體
系
ミ
の
相
違
點
は
社
會
主
籤
社
會
を
妞
設
す

科
學
的
社
會
主
義
は
如
何
に
し
て
可
能
な
リ
ゃ

馏
八
號

九

る
た
め
の
諸
勢
力
並
手
段
に
對
す
る
評
價
の
相
違
に
¥
 

す
る
。
吾
人
は
此
處
で
は
、何
故
に
マ
ル
タ
ス
及
び
工
ン 

ゲ
ル
ス
の
社
會
主
義
が
サ
ン
•
シ
モ
ン
、
フ
ジ
エ
I

、
ォ 

ク

H

ン
の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
く
進
步
し
て
ゐ
る

か

を 

.，長
々
^
說
明
す
る
の
要
は
な
い
。
乍
併
マ
ル
ク
ス
及
び 

ェ
•シ
ゲ
ル
ス
の
社
會
主
義
は
理
論
^
し
て
斯
の
如
き
諸 

勢
力
認
識
の
文
字
通
り
の
科
學
で
は
な
い
、
寧
ろ
彼
に 

依
つ
て
認
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
は
手
段
其
者
の
發
明
で 

は
な
い
が
、
而
も
其
使
用
の
形
態
及
び
方
法
に
關
す
る 

特
定
の
發
明
で
ぁ
る
事
は
疑
ひ
な
い
。
此
處
で
は
詳
_
 

に
之
を
論
瞪
し
な
い
、
唯
^

佘
の
確
信
S
し
て
次
の
事 

を
衷
明
す
れ
ば
足
h

る
、
即
ち
此
戰
に
關
す
る
マ
ル
ク 

ス
ぞ
所
謂
を
の
先
蹤
者
ど
の
相
違
は
全
然
相
反
す
る
見 

解
の
相
違
で
は
な
く
て

畢
竟
e
ff
i

の
相
違
で

ぁ

る
^
言 

ふ
事
を
。

.

.
•

.

,

.

再

び

吾

々

の

議

論

の

發

殷

の
.

跡

を

她

る5

に

す

る
0
 

開

爭

的

運

動

ミ

し

て

の

社

會

主

義

は

學

に

對

し

必

ず



し
も
全
然
非
傾
向
的
に
對
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ 

は
寧
ろ
事
物
の
性
質
に
左
右
さ
れ
各
、
蓋
し
社
會
主
義
: 

の
目
的
は
：科
學
の
要
求
を
貸
現
す
る
：こ
ど
に
存
す
る
も 

の
で
は
な
い
か
ら
。
進
ft
的
要
素
並
に
進
化
的
法
則
の
: 

科
學
的
認
識
の
價
値
評
價
の
間
題
に
於
い
て
"
.社
會
主
ノj 

義
は
其
手
段
並
に
方
法
を
撰
擇
す
る
場
合
に
、
を
の
根
'
一
 

據
を
科
學
に
求
め
其
時
々
め
目
的
を
料
學
の
掘
礎
に
依
一 

，つ
て
測
定
せ
ん
S
欲
す
る
。
此
は
社
會
民
主
黨
に
一
般
一 

に
知

ら
れ
て
ゐ

る

原
則
で
あ
る
。
從
つ
イ

問
題
は
唯
だ 

1
,

政
黨
の
本
質
が
果
し
て
純
粹
科
學
の
前
提
れ
る
理
論 

:
:的
.公
並
を
_社
會
主
義
に
與
ぇ
#
る
も
の
で
あ
る
か
而
も 

出
何
な
る
程
«

ま
で
之
を
，與
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
€
言 

ふ
事
で
あ
る
。
而
て
之
.に
對
す
.る
解
答
は
次
の
如

ぐ
で 

:

あ
る
：
I

I

即

ち
此
公
正
の
程
度
は
7

一
 

つ
に
か
の
落
觀 

的
認
識
€
し
て
の
科
學

€

 
V

政
：黨
の
额
f*
L

に
，尊
說
ど 

の
間
に
存
す
る
限
界
關
係
の
明
西
に
侬
憑
す
る
も
の
で 

，.あ

るV」

言
.ふ
事
_で
あ
'

る

。
.
：
.
，

第

十
八
卷

f e

c
ニ
六

一
)

■雜
錄
ン
载
的
社
會
赢

:.

英
國
の
政
治
家
且
つ
®

學

者

た

る

べ

ー

ゴ

ゾ

は

^

論 

文
の
一
つ
に
於
い
て
謂
へ
ら
く
、
國
家
的
事
件
ビ
諸
般 

，へ
の
科
學
€
の
相
違
點
は
後
者
の
問
題
ど
す
る
所
が
變
化 

運
動
で
あ
る
に
對
し
、
前
^

の
問
题

€

な

る

，も

の

は 

權
威V」

權
勢
で
あ
る
：ミ
言
ふ
事
に
存
す
る
。
：猙
制
的
王 

政
の
雛
議
者
，た
る
ベ
ー
コ
シ
の
權
威
に
對
す
る
見
解
如 

〒

何

は

吾

人

の

今

問

ふ

所

で

は

な

い

。

而

て

吾

人

は

又

此

，：： 

I:.

點
に
於
い
て
、
，此
語
の
狹
義
た
る
其
時
々
の
國
家
制
度 

)

11
し
可
3>
最
も
望
ま
し
き
も
の
な
る
や
を
硏
究
す
る 

の
.要
は
無
い
。
乍
併
吾
人
が
今
事
實
荀
る
が
儘
の
事
物 

::
を
念
頭
に
置
き
此
國
家
的
事
件
に
代
ふ
る
に
現
狀
の
下 

',
に
廣
義
の
國
家
的
事
件
の
槪
念
に
廳
し
且
社
會
刚
體
に 

一
在
つ
て
重
大
な
る
役
割
を
溃
ず
る
所
の
政
黨
を
以
て
す 

る
^

&
は
又
前
記
べ
ー

コ
ン
の
試
み
れ
る
®
立
は
负
ほ 

.

.今
日
に
於
て
も
適
用
さ
れ
る
。
政
鐵
は
そ
れ
が
自
家
の 

見
解
を
表
明
す
る
a

に
於
い
て
權
威
的
性
質
を
有
す
る 

點
に
於
い
て
、
近
世
的
國
家
に
優
れ
る
事
數
等
で
あ
る
。 

は如
何に
して
可能
なリ
や:
究雛丸七



~ 

^

錄
科
學
的
社
會
主
義

it
如
何
に
し
て
可
能
な
り
や

:

笫
.八

酿

九

」

.

彼
等
は
一
定
の
敎
義V

要
求V

を
代
表
し
、
之
を
實
現 

せ
ん
^

欲

す

る

。
、
而
:u
て
之
等
の
諸
敎
義
並
に
諸
要
求 

:

I
.を
極
力
代
表
す
る
た
め
に
は」

定
の
期
間
ー
中
«

買
等
：
 

「

が
之
等
の
諸
敎
_

並

に

諸

要

求

.を

遵

泰

す

る

事

を

必

要 

ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。
.多
少
誇
張
の
嫌
ば
免
れ
な
い 

が
、
余
は
、
此
關
係
に
於
い
て
、
か
の
ィ
ス
ラ
ム
，の
確
固 

不
動
の
態
度
、
'並
に
今
ょ
：>
凡
そ
三
十
年
前|

社
會
主 

義
機
關
が
そ
の
保
持
す
る
學
說
に
對
し
て
、
か
の)

力
ト 

::
リ
ッ
ク
敎
會
が
羅
竭
法
王
に
與
え
た
ミ
亂
様
の
不
可
®: 

.性

を

與

え

し

事

實

を

ば

大

體

に

於

い

て

是

||
す

る

も

の 

1?
:あ
る
。
乍
去
今
日
0

事
狀
は
.此
當
時
の
祺
狀
艺
は
全 

ぐ
其
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
て
吾
人
の
問

題

S

な
る
も
の 

は
斯
の
.如
き
信
仰
上
の
强
制
，
良
心
上
の
强
制
で
は
な 

:

S

4
吾
人
の
問
題
e
な

，
る
：
も

の

'
は

唯

だ

黨

員

の

政

治

的
 

態

度

：を

拘

束

す

る

も

.の

さ

し

て

.の

黨

派

の

決

議

の

是

認 

で
あ
々
、
黨
派
の
.
根

ポ⑽
®

求
並
に
敎
義
に
»
す
る
黨 

員
の
加
盟
1?
'
あ
.
.る
（

之
，等

ニ

個

の

條

件

無

<

し

て

は

/
堅
實
な
る
政
黨
生
活
は
永
遠
に
成
立
す
る
事
は
出
來
な 

.
い
。
此
意
味
に
於
い
て
吾
人
は1

定
の
忍
從
を
要
求
す 

:
る
政
黨
の
權
力
を
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
吾
人 

™

は
今
や
此
權
利
を
共
有
^\

る
が
故
に
政
a

の
領
域
^
科 

I

の
領
域
ど
の
嚴
密
な
る
限
界
を
必
要
な
り
^
看
做
す 

|

も
の
で
あ
る
。
而
も
之
に
侬
つ
て
吾
人
が
科
學
の
下
に 

何
を
»

す
可
き
や
の
間
題
も
明
白
ど
な
る
。

|

.

科
學
ビ
は
？
此
概
念
を
嚴
密
に
解
す
る
時
は
、
取
も 

尙
さ
个
系
統
的
に
整
序
3

れ
た
知
»

の
謂
で
あ
る
。
知 

へ.:
識
ミ
は
、
事
物0
眞

&

0
本
質
並
に
諸
關
係
の
認
識
の

“

 

謂
で
あ
る
。，
而
し
て
認
識
の
地
位
に
從
つ
て
常
に
織
に 

0
^
の
眞
理の
み
存
在
する
も
の
で
あ
る
か
ら
、

各
t 

0
知
識
領
域
に
は
又
唯

I

の
科
學
の
み
存
在
す
る
。
所 

謂
嚴
密
科
學
に
關し
て
も
此

歌
は
一
般
に
認
め
ら
れ 

る
。I

今
日
何
人
も
自
由的
物
理
學
、
社
會
主
義
的
科
學
、；

_ 
I
. 

保
守
的
化
學
をロ
に
す
る
も
の
は
無
い
で
あ
ら
ぅ
。
而

; 

ら
ば
、

人
間
史
、
人
間
制
度
の
科
學
は
之
ど
別
問
|1
で



办
る
で
あ
ら
ぅ
か
？

.
余
は
之
れ
に
赞
す
る

z

 

は
出
合
に
前
者
の
門
戶
は
閉
鎖
さ
れ
る
ミ
言
ふ
事
じ
存
す 

來
な
い

o

か
く
て
自
由
的
、
保
守
的
及
，び
社
會
，生
義
的
ノ
る

C

社
會
的
政
治
的
敎
義
は
特
觉
目
的
の
支
配
の
下
に 

社

:#
科
學
ビ
は
沒
理
で
あ
る
。
苔
人
が
若
し
斯
か
る

：

見

立

つ

"

而
し
て
此
目
的
に
於
い
て
問
題
^
な
る
も
の
は 

解

に

逢

^

し

た

場

合

に

 

少
し
く
此
見
解
を
精
査
す
れ
認
識
で
は
な
く
て
、
意
欲
で
あ
る
、
而
し
て
這
個
の
目 

ば
、
之
等
の
見
解
が
，
軍
に
科
學
的
に
槪 

|

的
は
縱
令
或
る
點
に
於
い
て
、
r

し
き
a

識
の
餘
地
を
' 

:

論
と
料
學
其
者
の
間
に
存
す
る
..寒

別

を

看

過

し

、

且

つ
I

す
場
合
に
於
い
て
も
這
個
の
學
說
に
旣
成
S
固
定
 ̂

過
少

a

し
加
之
、
理
論
成
は

敎

蒙

結

勝̂:
取
に
形
式
|
.
の
性
賃
を
與
ふ

る
も

の

で

あ

る

。

乍
併
科
學
的
社
會
學 

上

科

學
的
推
論
の
要
求
に
適
應
せ
る
の
故
を
以
て
直

ち

は
決
し
て
其
門
戶
を
閉
鏡
さ
れ
な
い
。
蓋
し
其
對
象
は 

に
之
を
科
學
な
速
斷
せ
し
事
實
を
發
見
す
る
で
あ

™
社
會
で
あ
り
、
生
命
あ
る
有
機
體
で
あ
つ
て
此
有
機
體 

ろ

ぅ

。
：
乍

併

科

學

的

形

式

は

ト

*

令
一
.學

說

の

諸
前
提
：一

に
適
用
さ
れ
る
法
則
に
關
し
て：

も
视
局
の
永
遠
の
眞
理 

並
に
：目
的
が
傾
向
的
認
識
の
捋
外
に
存
す
る
.耍
來
を
包
| 

'ヒ
言
ふ

も
の
を
是
認
し
な
：
い
か
ら
で
：あ
る

。

乍
去
諸
科 

合
す
る
場
合
に
於
い
て
も
直
ち
，に
這
個
の
學
說
を
科
學
へ
'.

學
が
各

\

典
確
固
れ
る
所
產
を
有
す
る
こ
^
は
言
ふ
を 

^ :

化
.す

：る

も

の

で

は

な

い

。

::

而
し
て.此
事
は
社
會
政
治
一
：
俟
れ
な
い
。
不
斷
の
變
化
の
法
則
を
1
恰
も
諸
般
の
科
學 

现
論
に
つ
：い
て
も
、
社
會
政
治
敎
義
に
就
い
て
も
原
則
は
一
切
の
確
定
さ
れ
た
經
驗
並
に
認
識
論
の
充
分
な
る 

ミ
しv

當
餅
る
も
の
で
I

。 

•

.

,霊

を

拒

み

、
且
つ
靈
方
法
に
多
少
の
自
裏
志
を

II
:
龠
的
並
に
政
治
的
敎
義
？
各

•
之
に
該
當
す
る
科
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
解
し
て
.は
な
ら
な 

■.擧

€
の

相

違

點

は

後

考

の

：門

月

が

開

放

^
れ
1:
-
ゐ
.る
場
.
-.
'
':'
い
。
寧
る
之
に
反
し
て
、
其
任
務
f

る

所

は

"

合

法

笫
ヤ
八.

卷

.
(「

|
六
.罕

雜

::
;
:,
錄

:

科
缭
的
：社
會
主
 

笫
A
诚

九

ナ

.



浓

十

八

卷

(
I

1

六
四)

雜

紙

科
學
的
社
會
主
義

^
1
何̂
！1
し
て
可
能
な

4

ゃ 

笫

八

雜

1
G
Q

的
必
然
性
を
發
見
す
る50 
一
 K

ふ

事

に

存

す

る

。
::
此

處

に

こ
そ
科
學
の
重
耍
な
る
强
味
は
游
す
る
。
究
明
の
對
象

k

な
る
諸
現
象
並
に
諸
過
程
の
集
局©

原
因
並
確
定
さ
.

れ
た
諸
現
象
の
窮
局
の
結
果
に
關
し
ォ
は
諸
般
の
科
學

は
.均
し
く
不
可
知
論
的
な
0

飞
ぁ
る
。
：彼
等
は
自
家
學

說
0

永

遠

の

結

論

を

識

ら

な

ぃ

，
、
：
寧

ろ

’新

事

實

に

懑

る

木
斷
の
擴
張
ミ
補
疋
^

の
餘
她
を
留
保
す
る
。
•

此
意
味
に
於
ぃ
て〈

_

會

主

義

に

.科

擧

的

菽

礎

を

與

え
ん
^

の
尊
敬
す
可
き
願
望
を
有
せ
し
、
か
の
ブ
ル
ド

:

シ

は

嘗

て

：マ

ル

ク

ス

宛

の

書

W

I

そ

の̂

に

於

い

て

ブ

k

ド
ン
は
邨
て
マ
ル
.ク
ス
：
に

著

作

の

出

版

を

報

吿

し

た
。

マ
ル
ク.

ス
は「

哲
學
之
»

闲」

な
る
#
名
な
る
著
書

中
前
記
ブ
ル
ド
ン
の
著
作
を
批
評
し
た
，

C

余
は
會
合
の

際
ょ
り
も
多
少
詳
し
く
其|

部
を
此

處
に
引
';
-

0

す
る
1

に
： .

す
：る)

一

&

に
於
い
て

0

ふ『

吾
入
に
し
て
at
#
生

，括
の
法
則
、此
方
法
實
現
®

種
類
並
に
方
法
、此
法
則
發 

L
-j
i

:!
?
)方
法
を
究
明
せ
ん
欲
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
、
十 切

の
先
驗
主
義
的
獨
斷
を
破
毀
し
た
る
後
、
國
.民
に
對 

し
-
て

獨

斷

主

義

の

說

法

を

神

命

に

誓

つ

て

愼

ま

な

け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
吾
人
は
決
し
て
一
問
題
を
班
に
究
明
の 

餘
地
な
き
程
遺
慽
無
く
論
じ
鐵
さ
れ
れ
も
のV」

は
着
做 

S

ぃ

0
だ
か
ら
吾
人
が
最
後
の
議
論
に
到
達
し
た
な 

ら

ば

、

必
要
に
應
じ
て
，

吾
人
は
W

び

雄
辯
ビ
批
‘肉
^j 

を
初
め
ょ
ぅ

』

ど
。

」
『

吾
人
は
決
し
て
一
問
題
を
究
明
の
餘
地
な
き
程
、遺

懺
な
く
論
じ
盡
さ
れ
た
も
の
ぞ
は
看
做
さ
な
い』

一

I

此
は
實
に
、
社
會
主
義
が
科
學
た
り
、
科
學
た
ら
んVJ

欲

す

る

限

り

、

之

が

消

極

的

標

語

^

な

る

も

の

で

あ

ら

5
 

0佘
は
、社
會
生
義
.は
文
字
逋
ぅ
R
科
學
で
は
無
く
、

純
粹
科
學
で

は

な

く
純
释
斜
學
た
^

S

得

る

も

の

で.
な
い

取
を
論
證
し
れ

O

旣
に
社
會
主
義
な
る

槪
念
其
者
が
此

事

を

拒

否

す

る

。
：
主

籤

は

科

學

て

は

な

い

。
主

義

ヒ

は

,;
;

.

觀

念

方

法

で

あ

り

、
倾

向

で

あ

り

、
思

想

要

求

の

體

系

で

. 

ゐ

つ

て

毫

も

科

學

で

は

な

い

◊

總

て

純

粹

科

學

の

趣

石



ば
經
驗
で
あ
ヶ
，
そ
は
集
合
的
知
識
の
，上
に
建
設3
れ 

る.

。
乍
去
社
會
主
義
は
來
，る
可
き
社

#

秧
序
の：

學
說
で 

あ
る
、
へ
從
つ
て
其

0
本
質
は
嚴
密
な
る
科
學
的
確
立
.か 

6
遠
ざ
か
る。

.

.

51
莫
社
會
民
主
黨
に
依
づ
て
代
表
さ
れ
た
，

‘

る
11
:
會
生 

:
.

義̂

科
學
間
に
極
め
て
密
接
な
る
關
係
の
，存
す
る 

事
は
疑ふ
可
か
らざ
る
事
® :

で
あ
る
。
社
會
主
義
は
其 

根
據
を
科
學
の
倉
庫
に
仰
ぐ
こ
ぞ
極
め
て
大
で
あ
る
。
 

,

社¥

主
一
義
は
總
て
の
：社
會
的
諸
黨
派
中
科
學
に
最
も
近 

:;

接
せ
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し

#

#

主
義
は
新
興
®
級
の 

■

運
動
ど
し
て
、.

一
切
0
他
の.

政
黨
或
は.

連
^
ょ
り
毛
現 

.

存
事
態
0
批
評̂

於
い
で
自
曲
で
あ
&
>
而
も
此
批
評 

U

於
け
る
自
由
は
科
學
的

&

|

識
の
枧
本
的
條
件
の1
つ 

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.

社
會
は
生
命
あ
る
，
不
斷
に
進 

化

せ

る
有
機
體
で
あり
、
：，
而し
て
：吾
入
の
目
前
に
行
は
.' 

れ
て
ゐ
る
此
進化
に
最
も
望
を
嘱
せ
る
政
黨
成
は
階
級 

が
他
に
も
增
し
て

一

入
認
識
の
進
步

R

典
味
を
有
す
る.

第
十
八.

卷

(

マ
ー
カ
£

)

0

錄

_

科
學
的
i

主
義

こ.

^j

は
理
の
當
然
で
あ
る
。

.：

 

,.

.

.

.

.

.

.

」
：

此
利
害
は
社
會
民
主
黨
に
對
し
て
も

或
は
社:#
主
義

：
':
:

:

-

:「

：
 

に
對
し
て
も

旣
に
存す
る
:0
'.

蓋
し
彼
等
をし
て
、
ft
會

.

.

的
進
步
を
促
進
す
可
き
手
段
を
發
見
し
、
且
つ
社
會
的 

進
歩
を
妨
®
遲
滯
せ；し
ひ
る

圓
の
手
段
を
避
け
しむ
る 

も
の
は
實
に
社
會
的
關
係
の
認
識
で
あ
る
か
ら
で
あ 

i

。社
會
主
義
は
前
述
せ
し
が
如
く
"常
に
或
る
程
度
ま

.

^
で

意
志
の
問
題
で.

あ
る
、「

乍
安
決
し
て
自
由®
志
の
問
へ;;
;
,
:
: 

題
で
は
な
い
。
社
會
主
義
.が
意
故
さ
れ
た
目
的
を
達
成

::
:

': 

す
る

方
め
に
は

,其
嚮
導
的
指
揮
者€
し
て
社
會
有
機い 

ぐ
體
の
諸
勢
力
、

諸
關
係
及
び
社#
生
活
に

於

け

る

因

果
M

 

の
科
學
を
必
要̂
す
る
。

;

,

"
.

科
學
的
社
會
主
義
の
名
稱
は
稍
々
も
す
れ
ば
、
，社
會

; '
.

:

_

^

:

,
:主
義
は
理
論
ミ
し
て
は
科
學
た

.

ら
ん
事
を
欲
す
る
も0

::
i

n :
M

 

■ 

で
あ
り
"
，且
當
然
科
學
た
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
の
如

•

き
課
見
を
誘
致
す
る。
此
見
解
は®
に

ll
f

c

®

で
あ
る
の 

■

み
な
ら
ず
又
社
會
主
義
に
對
し
て
少
か
ら

S

る
危
險
を

如
何1
1し
て
可
能
尨
り
や
丨

,'「

 

第
八
號

 

ー
0
ー



.热
十
八
卷(

ー
ー
六
六〕

_

':

錄

：
.
科
需
社
畜
義
は
如
何
に
し
て
可
能
な
り
ゃ

 

笫
八
挪

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
此

見

解

は

動

べ

も

す

れ

ぷ 

へ.澈
學
的
判
斷
Iの
最
も
肝
要
な
る
滌
件
の「

た
る」

科

學

的

 

公

疋

を

社

會

主

義

ょ

'
b
奪
取
せ
ん
^
す
る
も
の
で
あ
る 

が
ら
で
办
る
。
胱
存
の
社
會
主
義
學
說
に
於
け
6
總
て 

の
敎
義
は
現
在
の
形
態
の
儘
に
て
、

|1
ち
に
社
會
主
^
: 

的
論
說
の
聯
槃
中
の
代
位
じ
難
さ
因
素
.を
な
す
も
：の
€
 

さ
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
此
*

は
夂
11
:

#
主
義
が
理
論
S 

實
際
の
間
に
保
持
せ

ん

ど

す

る

關

係

に

於

い

；
て

、
，
實

際
 

.方

面

に惡
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
？
，吾
人
が
科
學
的
社 

會
主
_

な
る
名
稱
を
拋
棄
し
て
、：

寧
ろ
他

：の
名
稱—

： 

社

會

主

義

は

科

學

的
！！

諭

の
®

礎

の

上

に

雜

設

せ

ら

> 

る
も
の
で
あ
り
、
且

つ
此
科
學
的
認
謙
の
某
礎
を
以
て
、
 

指
針
を
與
ふ
る
要
素
ど
'看
倣
し
，
而
も
祉
會
主
義
は
排 

fl
L
的
に
科
學
た
ら
ん
ど
す
る
.も
の
で
あ
り
且
つ
It
自
身 

常
に
他

に
對
し
て
封
®
的
態
度
を
採
ら
ん
ビ
す
る
婴
求 

を

有

し

且

つ

之

を

是

認

す

.
る

か

の
如
き

見
碎
を
排
涂
す 

る
所

の
思
想
を
完
全
に
表
明
し
：得
る
名
稱_

_

を
M
ば

ん
ビ
.欲

す

る所
以
も

亦

此

處

に#

す

る

。

此

ー

一

重

の

.
要

ぃ
 

:

求

に

最

も

適

は

し

き

も

の

は

余

の

見

解

に

由

れ

ば

、

%

 

判

的

祉

會

主_

な

る

名

稱——

此

處

に

批

判

ど

は

ヵ

ン
I 

:
ト

の

科

學

的

批

判

主

義

の

意

味

に

於

け

る

批

判

で

あ

る 

一—

で

あ

る

。： 

:

「

：：
因
に
m

ふV

令
は
此
名
稱
を
撰
擇
し
且
つ
之
を
總
括 

;■
せ

し

唯

：
一

の

社
會
主

_
,者
で
は
な
い
。
此
名
稱
を
選
擇
：
 

せ
し
人
は
？
.マv

ク
ス
派
に
屬
し
、
而
も
a

々
の
激
に 

於
い
て
余
ど
別
個
の
見
解
を
抱
け
る
人——

口
ー
マ
の 

ア
ン
ト
ー1

オ
•
ラ
ブ
リ
オ
ー
ラ
敎
授
で
あ
る
o 

I:

八
九 

六
年
ラ
ブ
ジ
オ
ー
ラ
は
共
產
黨
宣
言
の
記
念
の
爲
め
k
 

獻

げ

た

る

著

書

に

於

，い
て

.謂
ぶ
、：
マ
ル
ク
ス
の
共
—

: 

義
に
對
し
て
最
も
適
切
な
る
名
稱
は
.「

科
學
的」

.な
る 

名
稱
で
は
な
く
し
て
、
.
'

「

批
判
的J

な
る
名
稱
で
あ
る
。

蓋

：し.「

科

學

的」
^

る
名
稱
は
屢
々
全
く
思
慮
な
き
方
法
：
 

に
於
い
て
用
a

ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
て
あ
る
。

彳 

を
整
し
^

丨 
I



.の
も
の
は
決
し
て
單
な
る
出
來
心
、
或
は
字
義
拘
泥
か 

6
;で
は
な
ぐ
寧
ろ
社
會
主
義
學
說
に
，可
及
的
最
大
の
科 

學
性
を
與
え
ん

€

す
.
.る
.要
求
を
持
す
.る
.
.か
：.ら
.で
あ
'

る
。
故
に
科
學

W

社
會
主_

ビ
の
關
係
に
：關
す
る
.虛
構 

の
解
釋
を
避
け
る
事
が
必

M

t

あ
る
。
乏
に
反
じ
て
、

一
 

「

科
學
的」

な
る
槪
念
を
或
は
要
求
、
成
は
綱

®

ど
し
てj

 

枇
刹
的
意
義
に
解
す
る
な
ら
ば

"

科
學
的
社
會
主
義な

j

 

る
名
稱
も
亦
、
佘
に
對
し
て
、充
分
'正
當
な
る
も
の
で
あ 

る
ヒ
言
ふ
事
が
出
來
る

o

,

佴
し
社
會
主
義
が

S

ら
に
提 

起
す
る.

此
要
求
れ
る
や
，
社
會
主
義
の
意
欲
に
指
針
を 

與
ふ
石
毛0
は
、
科
學
的
方
法
及
び
認
譲
で
あ
る

〜

言 

ふ
事
を
表
明
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

'0
.

:
科
學
は
非
倾
向
的
で
あ
り
，
事
實
の
認
識
e

し
て1

i 

:黨
、
:
1
階
級
に
歸
熥
す
る
も
の
で
は
«

い
。
之

に

反

し

.

て
社
會
主
義
は
傾
向
で
あ
り
、
而
：て
新
な
る
も
の
の
た 

!_

!

!
 

め
に
關
爭
す
る
黨
派
の
敎
義
€
し
て
文
字
通
り
に
旣
に 

確
立
3

れ
た
も
の
に
結
：び
付
く
ミ
ど
《
出
來
な
い
.0
;

乍
：

.
，第

十

八

卷

(
1

1
六
七〕

雜
錄
科

學

的

社

會

主

義

は

如

何

^
し
て
可
能
な
リ
ゃ

併
社
會
主
義
が
其
實
現
を
努
む
る
目
的
は
、
か
の
近
世 

社

會

.に

於

け

る

諸

原

動

力

の

科

學

的

研

究

の

示

す

が

如 

く
、
®f
c

會
的
進
化
の
上
に
#

す
ゐ
も
の
な
る
が
故
に
、
：
 

社
會
主
義
理
論
は
®

て

の
他
の
學
說
に
比
し
て
秤
學
性 

の
，
要

求

に

貢

獻

す

る
所
多
く
ゝ

又
社
會
主
義
の
黨
派
即 

も

社
會
民
主
黨
の
目
的
反
び
要
求
は
他
の
黨
派
に
比
し 

て
著
し
く

之
に
關
す
る

學
說
S

要
求
^
に
適
合
し
て
ゐ 

る

。
今

命
の
見
解
を

總
括
し
て
見
れ

ば
次
の
如
ぐ
で
あ 

る
。
:.
'
即
ち
I

㈣

*
的
社
會
主
義
は
そ
れ
が
必
婴
な
る 

限
を
、
即
ち
、，，根
本
的
に
新
な
る
も
の
を

創
造
す
る
所 

の1

運
動
の
學
說
か
ら

合
理
的
に
吾
人
の
求
め
得
る

限 

b

に
於
て
可
能
な
る
も
の
で
あ
る
ビ
。

f

 )

笫
八m

!
〇
三


